
場
に
響
く

園
児
た
ち
の
笑
い
声

京
丹
波
町
建
設
業
協
会
青
年
部
が

保
育
所
な
ど
に
桜
と
砂
を
贈
呈

一
月
三
十
日
、京
丹
波
町
建
設
業
協

会
青
年
部
が
、町
内
の
幼
稚
園
や
保
育

所
に
桜
の
苗
木
と
砂
場
用
の
砂
を
贈
り

ま
し
た
。

同
部
は
、地
域
へ
の
貢
献
や
自
然
環

砂

境
保
護
を
目
的
に
、二
年
前
か
ら
公
共
施
設
な

ど
に
桜
の
植
樹
を
実
施
。今
回
は
、幼
稚
園
と
四

つ
の
保
育
所
を
対
象
に
植
樹
と
砂
場
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
、下
山
分
園
で
は
、部
員
と
園
児
が
一
緒

に
な
っ
て
植
樹
を
実
施
。植
樹
が
終
わ
る
と
園
児

ら
は
、山
盛
り
に
な
っ
た
砂
場
に
走
っ
て
い
き
、や

わ
ら
か
い
砂
山
の
上
で
追
い
か
け
っ
こ
な
ど
を
し

て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
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京丹波のまちのニュースを
お届けします

フラッシュ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
か
ら
学
ぶ
ホ
ッ
ケ
ー
の
技
術

ホ
ッ
ケ
ー
教
室
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

南
丹
地
区
体
育
協
会
連
絡
協
議
会

が
二
月
二
十
一
日
、ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本

代
表
で
ア
テ
ネ
・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

二
大
会
に
出
場
し
た
岩
尾
幸
美
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て
、ホ
ッ
ケ
ー
教
室
と
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
は
、グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
行
わ

れ
、南
丹
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
は

じ
め
小
中
高
校
生
約
八
十
人
が
参
加
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、岩
尾
さ
ん

オ

編集
後記

　日増しに暖かくなり、季節は別れと出会い
が交錯する「春」を迎えています。町内の各
学校では、先輩を見送る「卒業式」と、後輩を
迎える「入学式」が行われます。編集子には

遠い過去の記憶ですが、感動の瞬間を広報紙で伝えられる
よう取材に努めたいと思います。

▼編集子になって早くも1年が経とうとしています。最初は
毎月発行できるかが心配でしたが、なんとか締め切り前に
は原稿が完成し、多くのみなさんのご協力により発行する
ことができています。1年間ありがとうございました。これか
らも広報「京丹波」をよろしくお願いします。（Ｋ）

想

齢
者
虐
待
を

防
ぐ
た
め
に

「
京
丹
波
町
高
齢
者
を
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」が
発
足

京
丹
波
町
高
齢
者
を
守
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
二
月
五
日
に
発
足

し
、瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
一
回

会
議
を
開
き
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、年
々
増
加
す
る
高
齢

者
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、問
題
の
深

高
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親
子
の

ふ
れ
あ
い
を

大
切
に

の     

ま   

り
ょ
う  

じ

い
し   

だ     

な　

 

お    

み

山盛りになった砂場で楽しく遊ぶ園児たち
（下山分園・下山）

刻
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、警
察
や
消
防
署
、

司
法
・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
関
係
者
ら
八
人
で

組
織
。会
議
で
は
、松
原
町
長
か
ら
委
員
へ
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
た
後
、会
長
に
片
山
勝
紀
さ
ん

（
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）、副
会
長
に
原
澤

淑
子
さ
ん（
町
人
権
擁
護
委
員
）を
選
出
し
、高

齢
者
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、年
二
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て

個
別
ケ
ー
ス
会
議
が
適
宜
開
催
さ
れ
ま
す
。

の
実
技
を
交
え
た
指
導
を
受
け
て
実
践
で
使
え

る
技
術
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、午
後
か
ら
は
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み

ず
ほ
で
、「
地

域
と
掴
ん
だ

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」と
題
し
た

講
演
会
が
開

か
れ
、
町
内

外
か
ら
約
七

十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

像
力
で
描
く

物
語
の
世
界

「
お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
」

受
賞
報
告
会

お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル（
京
都

新
聞
社
主
催
）の
受
賞
報
告
会
が
一
月

二
十
六
日
、和
知
支
所
小
会
議
室
で
行

わ
れ
、入
賞
者
や
学
校
長
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、選
定
図
書
を
読
ん

で
感
じ
た
こ
と
を
絵
に
す
る
こ
と
で
、子

ど
も
た
ち
の
読
書
力
や
表
現
力
を
伸
ば

す
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
。今
回
、応

募
総
数
十
三
万
九
千
七
百
九
十
四
点
の

中
か
ら
、「
ジ
ル
ケ
ン
の
冒
険
」を
描
い
た

津
田
萌
夏
さ
ん（
三
ノ
宮
小
・
三
年
）が

京
都
府
知
事
賞
を
、「
木
も
れ
日
の
む
こ

う
に
」で
野
間
涼
司
さ
ん（
和
知
小
・
六

年
）が
京
都
府
町
村
会
長
賞
を
、ま
た
、

知
事
賞
の
津
田
さ
ん
を
指
導
し
た
三
ノ

宮
小
の
石
田
奈
緒
実
先
生
が
児
童
絵
画

指
導
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、

受
賞
し
た
津
田
さ

ん
が「
色
の
違
い
を

出
し
て
、ジ
ル
ケ
ン

が
魚
を
捕
ま
え
て

い
る
と
こ
ろ
を
描

き
ま
し
た
」と
話

し
、野
間
さ
ん
は

「
と
て
も
楽
し
い
話

だ
っ
た
の
で
、楽
し

さ
を
絵
に
し
よ
う

と
思
っ
て
描
き
ま

し
た
」と
絵
に
込

め
た
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

つ　

   

だ   

も
え   

か

会議であいさつする片山会長
（瑞穂保健福祉センター・和田）

参加者らに指導する岩尾さん
（グリーンランドみずほ・大朴）

か
た 

や
ま  

ま
さ   

き

は
ら 

さ
わ

よ
し   

こ

い
わ    

お  

さ
ち   

み

受賞した野間さん（前列の左から2人目）と
津田さん（前列の左から3人目）、
石田先生（前列の左から4人目）（和知支所・本庄）
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今月の表紙
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報 CONTENTS

2月6日にわちエンジェルで行われた「ちびっ子広場」。
参加者らは、絵本サークル「きいろいばけつ」のみなさ
んが用意したたくさんの絵本を見ながら、親子のふれ
あいや参加者同士の交流を深めていました。

2

6

8

9

10

11
２０年目を迎えた京みず菜栽培の取り組み
―京みず菜２０周年記念振興大会

都市計画マスタープランの策定に向けて
―「京丹波町都市計画審議会」が発足

豊かで活力ある地域の実現を目指して
―講演会と源氏物語ひとりものがたり

想像力で描く物語の世界
―「お話を絵にするコンクール」受賞報告会

砂場に響く園児たちの笑い声
―京丹波町建設業協会青年部が保育所などに桜と砂を贈呈

高齢者虐待を防ぐために
―「京丹波町高齢者を守るネットワーク協議会」が発足

オリンピック出場選手から学ぶホッケーの技術
―ホッケー教室と生涯スポーツ講演会
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[シリーズ]まちづくりスクエア
―「住民自治組織によるまちづくり」に向けて

Dr's Message いきいき健康術

平成２１年４月１日から瑞穂病院の名称が
「京丹波町病院」に変わります

いざというときに備えて
「火災警報器」を設置して防火対策を

特集

新たな「介護保険事業計画」の
策定に向けて

計
画
策
定
に
向
け
て

活
発
な
議
論
が
展
開

委
員
会
は
昨
年
十
一
月
二
十
一
日
、福
祉
・
介

護
・
医
療
・
そ
の
他
関
係
団
体
や
学
識
経
験
者
な

ど
の
十
二
人
の
委
員
で
発
足
し
、こ
れ
ま
で
月
一
回

の
ペ
ー
ス
で
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

第
一
回
委
員
会
で
は
、委
員
長
に
谷
垣
勇
さ
ん

（
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）、副
委
員
長
に
片
山

俊
明
さ
ん（
町
公
共
料
金
等
審
議
会
）を
選
出
。現

状
を
踏
ま
え
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、「
人
口
が
減

少
す
る
一
方
で
、要
介
護
認
定
を
受
け
る
人
が
増

え
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。介
護
保
険
の
財
政
運
営
は
今
後
ど
う
な
る
の

か
」、「
介
護
予
防
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
で
、で
き

る
だ
け
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
し
、要
介
護
認
定

を
受
け
な
い
人
を
増
や
す
努
力
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
」、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
れ
ば
保
険

料
増
加
に
つ
な
が
る
。住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
見
て
委
員
会
で
考
え
て
い
き
た
い
」な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、第
二
回
以
降
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
や
計
画
骨
子
、サ
ー
ビ
ス
見
込
量
、介
護
保

険
料
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
き
ま

し
た
。み

な
さ
ん
の
思
い
を

計
画
に
生
か
す
た
め
に

町
は
昨
年
十
一
月
、計
画
策
定
の
参
考
に
す
る

た
め
に
、無
作
為
抽
出
し
た
千
六
百
人
の
町
民
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。ア
ン
ケ
ー
ト

は
、さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
介
護
保
険
を
分
析
す

る
た
め
に
、六
十
歳
以
上
の「
一
般
高
齢
者
」、「
地

域
支
援
事
業
利
用
者
」、在
宅
の「
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
」の
三
種
類
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

と
地
域
支
援
事
業
利
用
者
に
介
護
保
険
事
業
を

中
心
と
し
た
質
問
を
し
、共
通
項
目
と
し
て
、将

来
ど
う
い
う
介
護
が
受
け
た
い
か
と
い
う「
介
護

観
」に
関
す
る
質
問
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整

備
に
関
す
る
問
い
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。ア
ン
ケ

ー
ト
集
計
結
果
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。町

は
今
後
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
寄
せ
ら
れ
た

た
く
さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て

い
く
と
と
も
に
、広
報
紙
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供

に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

新たな「介護保険事業計画」
の策定に向けて

3 京丹波■ No.41

　京丹波町では、平成21年度から23年度までの介護保険事業と高齢者福祉施策の方向性を定める「京丹波町
高齢者福祉計画及び第4期介護保険事業計画」（計画）を策定するために、「介護保険事業計画等策定委員会」
（委員会）を設置して協議を重ねています。今回、これまでに委員会で協議された内容や住民アンケートの集計
結果について、みなさんにお知らせします。

ふだんの生活で困っていることはありますか。（　　）問1

買い物

炊事

掃除

洗濯

ゴミの分別やゴミ出し

出かけるときの移動手段

役場での手続き

財産や金銭の管理

家具の移動

電化製品の使い方

庭や田畑の手入れ

薬の飲み方

その他

困っていることはない

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

アンケート集計結果の
主なものを
お知らせします

一 般 高 齢 者 調 査

地域支援事業利用者調査

要支援・要介護認定者調査

計

住民アンケート回答状況 （単位：件、％）

 1,000

100

500

1,600

719

79

317

 1,115

71.9%

79.0%

63.4%

69.7%

配布数 有効回答数 回答率

一般高齢者 地域支援事業利用者 要支援・要介護認定者

9.9％
21.5％

34.1％

5.4％
10.1％

26.5％

5.4％
10.1％

32.2％

7.8％
12.7％

29.3％

7.8％
21.5％

32.2％

8.3％
20.3％

32.5％

5.3％
15.2％

22.1％

17.5％
20.3％

34.4％

49.1％
30.4％

17.7％

12.5％
21.5％

40.1％

3.8％
3.8％

23.3％

2.9％
2.5％

21.1％

1.7％
1.3％

15.5％

3.1％
5.1％

13.2％

た
に 

が
き
い
さ
む

か
た 
や
ま

と
し 

あ
き

複数回答



今後新たに施設サービスや
認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）の
利用を希望していますか。
（　　　　　）

問5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域支援事業（介護予防事業）に
参加したことで、健康づくりや
介護予防に対する意識や考え方は
変わりましたか。
（　　　　　　　）

問7

利用をもっとも希望する
施設はどれですか。
（　　　　　　　　　）

問6

45 京丹波■ No.41

ふだんから近所付き合いをしている 会えば声をかけたり話をしたりする ほとんど付き合いはない 無回答

利用していて足りている 利用していて足りていない 利用しておらず今後利用したい 利用しておらず今後も必要ない 無回答

新たな「介護保険事業計画」の策定に向けて

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域やご近所の方とどんなお付き合いをしていますか。問2

介護保険サービスを
利用していますか。
（　　　　　）

問3

サービス利用状況と今後の利用についてどのように考えていますか。（　　　　　　　　　）問4

一般高齢者

地域支援事業利用者

要支援・要介護認定者

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所

福祉用具貸与

福祉用具購入費の支給

住宅改修費の支給

57.2％ 36.6％

30.4％
1.3％

2.2％
4.0％

1.3％

42.0％ 20.2％ 4.4％

67.1％

33.4％

自宅で、家族の介護だけで生活したい 自宅で、介護保険と家族の介護の両方で生活したい 自宅で、介護保険だけを受けて生活したい
特別養護老人ホームなどの介護保険施設に入りたい グループホームなど介護付きの施設に住みたい その他 無回答

施設が充実するのなら、保険料が高くなるのは仕方ない 在宅サービスが充実するのなら、保険料が高くなるのは仕方ない
保険料が高くなるのは困るので、施設の数は最低限にとどめるべき 保険料が高くなるのは困るので、在宅サービスの量は最低限にとどめるべき
保険料が高くなっても、在宅・施設両方のサービスを充実すべき 保険料が上がらないよう、在宅・施設両方のサービスを極力増やさない 無回答

町が行う介護保険サービス（整備）では、今後どのようなあり方が望ましいと思いますか。問9

将来、介護が必要な状態になったときは、どのように生活したいですか。問8

一般高齢者

地域支援事業利用者

要支援・要介護認定者

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般高齢者

地域支援事業利用者

11.8％ 14.2％ 12.4％ 7.1％ 24.9％ 13.4％16.3％

13.9％ 8.9％ 11.4％ 7.6％ 17.7％ 20.3％20.3％

25.1％
4.0％

15.9％ 12.4％ 42.6％

問3で「利用している」と回答した方のみ、
サービスごとに一つ選択

要介護認定者のみ回答

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

10.0％
1.6％

13.9％ 16.7％ 57.8％

10.4％
0.4％

15.5％ 15.9％ 57.8％

11.2％
1.6％

13.5％ 19.5％ 54.2％

6.8％
0.4％

13.5％ 19.1％ 60.2％

47.4％ 8.8％4.8％ 7.6％ 31.5％

23.5％ 11.6％
2.4％

14.7％ 47.8％

31.9％ 11.6％
1.2％

9.2％ 46.2％

21.1％ 15.5％4.4％ 8.4％ 50.6％

23.5％ 13.1％
2.4％

13.5％ 47.4％

21.5％ 14.3％4.4％ 12.4％ 47.4％

利用している
79.2％

利用していない
12.6％

無回答
8.2％

要介護認定者のみ回答

希望している
52.1％

希望していない
36.9％

無回答
11.0％

介護老人
福祉施設
52.1％

介護老人
保健施設
13.3％

介護療養型
医療施設
15.8％

認知症対応型
共同生活介護

（グループホーム）
9.1％

無回答
9.7％

地域支援事業利用者のみ回答

大いに
変わった
16.5％

少しは変わった
48.1％

あまり
変わっていない
10.1％

まったく
変わっていない

3.8％

無回答
21.5％

問5で「希望している」と回答した方のみ

12.2％ 42.6％ 10.0％ 15.4％ 9.7％ 7.4％
2.6％

19.0％ 35.4％ 7.6％ 10.1％ 11.4％ 11.4％5.1％

15.1％ 9.8％ 12.0％ 6.0％ 26.8％ 17.0％13.2％

している
2.1％

※小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。
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Square
まちづくりスクエア

Square
まちづくりスクエア

シリーズ　

Series 6
◎
梅
田
地
域
振
興
会

未
来
に
輝
く

地
域
づ
く
り
が
、

今
、始
ま
る
。

シ
リ
ー
ズ「
ま
ち
づ
く
り
ス

ク
エ
ア
」で
は
、地
方
分
権
が

進
む
中
、全
国
的
に
注
目
を

集
め
て
い
る「
住
民
自
治
組

織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

今
回
は
瑞
穂
地
区
の
梅
田

地
域
振
興
会
を
紹
介
。真
の

住
民
自
治
組
織
を
目
指
し
、

新
し
い
組
織
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
る
同
振
興
会
の
、

今
後
の
展
望
に
迫
り
ま
す
。

大
切
な
の
は

地
域
住
民
の
意
識
。

明
俊
小
学
校
区
内
の
八
集
落
で
構
成
し

て
い
る
梅
田
地
域
振
興
会
。各
区
長
や
地
域

在
住
の
議
員
、財
産
区
管
理
会
委
員
、公
民

館
長
の
計
十
九
人
が
会
員
と
な
っ
て
組
織

を
運
営
し
て
い
ま
す
。設
立
以
来
の
主
な
活

動
は
、各
集
落
要
望
の
集
約
や
関
係
機
関
へ

の
陳
情
、先
進
地
視
察
な
ど
。近
年
は
、通

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
協
力
・
支
援
や
地
名

に
ち
な
ん
だ「
梅
の
里
づ
く
り（
住
民
へ
梅
の

苗
木
配
布
）」、町
内
巡
り
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
五
月
に
は
振
興
会
内
部
に
、役
員
で

つ
く
る「
住
民
自
治
組
織
検
討
専
門
委
員

会
」を
設
置
。月
一
回
会
合
を
開
き
、よ
り
よ

い
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
幅
広
い
人
材
の
参
画
と
互
い
が
連
携
で
き

る
体
制
が
重
要
だ
」と
、西
田
哲
委
員
長
は

新
し
い
組
織
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
、

①
梅
田
地
域
の
全
住
民
を
会
員
と
す
る
開

か
れ
た
組
織
、②
集
落
や
地
域
内
の
多
様
な

団
体
で
構
成
、③
部
会
を
設
け
て
役
割
分

担
と
幅
広
い
活
動
な
ど
、組
織
の
具
体
像
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
し
か
し
、何
よ
り
も
大
切
な
の
は
地
域

住
民
の
意
識
だ
」と
西
田
委
員
長
。森
田
一

三
会
長
も「
地
域
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、

今
こ
の
地
で
生
活
し
て
い
る
人
び
と
の
、『
自

分
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
』と
考
え
る

意
識
。昨
年
十
二
月
に
開
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム（
写
真
上
）は
、地
域
の
み
な
さ
ん
に
そ
う

し
た
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
、き
っ

か
け
づ
く
り
だ
」と
話
し
ま
す
。振
興
会
で

は
今
後
、新
し
い
組
織
の
概
要
を
ま
と
め
て

住
民
に
説
明
を
行
う
予
定
で
、来
年
度
総

会
で
新
し
い
規
約
や
事
業
計
画
の
承
認
を

得
て
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

田
地
域
で
は
各
集

落
、団
体
が
活
発

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

互
い
の
連
携
は
な
く
単
体

の
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

過
疎
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、単
体
の
活

動
で
は
人
材
面
で
い
つ
か
は
限
界
が
き
ま

す
。一
集
落
の
力
だ
け
で
地
域
振
興
が
考
え

ら
れ
る
時
代
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
は
梅
田

地
域
全
体
で
農
林
業
や
高
齢
者
福
祉
な

ど
、地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、振
興
会
は
各
集
落
や

団
体
の
連
携
を
は
ぐ
く
み
、そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
つ
な
ぐ
、い
わ
ば「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」的
な
役
割
を
果
た
す
組
織
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

梅

域
づ
く
り
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、

そ
の
地
域
に
住
む
人
び
と
の
意
識

だ
と
思
い
ま
す
。「
ア
カ
ン
、ア
カ
ン
」と
言

う
前
に
、「
今
の
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

か
」と
い
う
こ
と
を
考
え
る
意
識
を
、地
域

の
人
が
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、そ
う
い

う
人
づ
く
り
が
重
要
で
す
。新
し
い
振
興
会

は
、幅
広
い
人
材
の
参
画
と
互
い
が
連
携
で

き
る
組
織
に
し
て
い
き
た
い
、若
い
世
代
や

女
性
、地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
人
、地

元
の
町
職
員
な
ど
多
様
な
人
材
で
地
域
を

見
つ
め
課
題
を
洗
い
出
し
、

解
決
策
を
探
っ
て
い
く
、そ

う
い
う
場
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地

Column　まちづくりメモ

協働のまちづくりへ、
職員検討チームが発足
協働のまちづくりの実現に向けて、調

査・研究を行う職員の専門チーム「協働の

まちづくり職員検討チーム」が、このほど発

足しました。同チームは、公募の職員（12

人）と選任の職員（2人）の計14人で構成。

今年度から本庁と支所に配置しているま

ちづくり推進担当（6人）が事務局を担当し

ます。

1月30日には第1回会議を開き、松原町

長が職員へ委嘱状を交付した後、「普段の

業務を持ちながら、このチームにも時間を

さいてもらうことになるが、日ごろの仕事

や地域の中で、各自が感じている考えや思

いを出し合って、存分に議論してほしい」と

激励。続いてリーダー、サブリーダーを選

出した後、職員たちはさっそく、小グループ

に分かれ、「住民と行政との協働」について

議論を交わしました。

同チームは今後、町の事務事業のあり

方を協働の視点で検証するとともに、協働

のまちづくりを実現するために必要な仕

組みなどを研究・検討。その検討結果を報

告書としてまとめ、今年9月をめどに町長に

提出する予定です。

町長を交え、住民と行政との協働について議論を交わ
す検討チームの職員たち。（役場議場）

梅田地域振興会会長

森田一三さん（鎌谷下）

住民自治組織検討専門委員会委員長

西田　哲さん（下大久保）

Kazumi Morita

Satoshi Nishida

人材、活動、情報をつなぎ、一体感をつくる
「地域コーディネーター」。それが振興会の役割

まちおこしの原点は「宝物さがし」
梅田地域づくりシンポジウム

シンポジウムでは、元京都新聞編集委員で、現在地域ジャーナ

リストとして活躍している中尾祐蔵さんが、「災害の伝承活動とま

ちおこし｣と題して講演。自身が地元（亀岡市篠町）で取り組んでい

る平和池水害（昭和26年）の伝承活動を例に、住民が主役のまち

づくりの大切さを話し、「まちおこしの原点は『地域の宝物さが

し』。地域のかけがえのない大切なものを地域のみなさんで見つ

けることから始まる」などと語りました。また、この日は先進地・兵

庫県丹波市企画部企画課長の余田一幸さんの講演もあり、参加

した住民は2人の講演を通じて住民自治に対する認識を新たにし

ました。

↓昨年12月7日に開催された梅田地域づくりシンポジウム。地域住民約40
人が参加し、住民自治への理解を深めました。（梅田振興センター、水原）

【設立年】昭和61年
【構成区】坂井・水原・上大久保・下大久保・鎌谷下・
鎌谷中・鎌谷奥・東又
【人口・世帯数】1,285人・436世帯（平成20.4.1現在）
【会員】各区長、地域出身の議員、
梅田財産区管理会委員、公民館長
【主な活動】●集落要望の集約、関係機関への陳情　
●梅の里づくり事業　●地域振興に関する視察研修など。
【その他】来年度から新体制で組織運営予定。

データ　梅田地域振興会

和知地区

瑞穂地区

丹波地区

梅田地域

なか   お  ゆう ぞう



なかむら やすなり

成
十
八
年
に
は
、男
性
約
二
十
万
人
、女
性
約
十
三
万
人

が「
が
ん
」で
亡
く
な
り
ま
し
た
。中
で
も
消
化
器
系
の
が

ん
が
多
く
、男
女
と
も
に「
胃
が
ん
」と「
大
腸
が
ん
」が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
日
本
人
に
多
い
胃
が
ん
は
、塩
分
摂
取
量
が
多
い
こ
と

や
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー・
ピ
ロ
リ
菌（
胃
に
生
息
す
る
細
菌
の
一
種
）の
感
染

率
が
高
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、近

年
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
大
腸
が
ん
は
、食
生
活
の
欧
米
化（
獣
肉
食

化
）や
、肥
満
の
増
加
な
ど
が
そ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

胃
が
ん
の
予
防
に
は
、塩
分
の
取
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
。ま
た
、大
腸
が
ん
の
予
防
に
は
、肥
満
や
過
量
の
飲
酒
、肉

食（
と
く
に
加
工
肉
）の
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
、次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
生
活
習
慣
・

食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

《
が
ん
予
防
の
十
二
か
条
》

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る
。

●
毎
日
、変
化
の
あ
る
食
生
活
を
。

●
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、脂
肪
は
控
え
る
。

●
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

●
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
。

●
食
べ
物
か
ら
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と
る
。

●
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
食
べ
る
。

●
焦
げ
た
部
分
は
避
け
る
。

●
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
は
注
意
す
る
。

●
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い
。

●
適
度
に
運
動
を
す
る
。

●
体
を
清
潔
に
保
つ
。

検
診
や
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

多
く
の
方
が
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
に
か
か
り
ま
す
が
、検
診
で
発

見
し
治
療
す
れ
ば
約
九
割
の
方
が
治
癒
し
て
い
ま
す
。が
ん
の
検
査

や
治
療
法
は
進
歩
し
て
い
ま
す
の
で
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
機

会
を
逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。と
く
に
、大
腸
が
ん
は
家
族
歴
が

関
係
し
ま
す
の
で
、直
系
の
親
族
に
同
じ
病
気
の
人
が
い
る
場
合
は

積
極
的
に
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
的
な
検
診
方
法
と
し
て
、胃
が
ん
で
は
胃
Ｘ
線
検
査
や
内
視

鏡
検
査
、大
腸
が
ん
で
は
便
潜
血
検
査
、全
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
あ

り
、有
効
性
が
確
立
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
検
査
は
瑞
穂
病
院
に
お

い
て
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、瑞
穂
病
院
を
は
じ
め
各
医
療
機
関
で
は
、予
防
・
検
査
に
よ

る
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、み
な
さ
ん
も
年
に

一
回
、が
ん
検
診
か
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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いきいき健康術 第19回

『
日
本
人
に
多
い
胃
が
ん
と
、増
え
続
け
る
大
腸
が
ん
の
予
防
を
』

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
瑞
穂
病
院
の
内
科
医
師　

平
田
育
大
先
生
。日
本
人
の
死
亡
原
因
の
上
位
を
占
め
る
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。平

内科医師 平田育大先生（瑞穂病院）
［専門：消化器内科］

ひらた

さとう しゅういちろう

いくひろ

　

瑞
穂
病
院
で
は
、昨
年
四
月
か
ら
毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜

日
の
午
前
中
に
内
科
と
小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
電
話
）８
６－

０
２
2
０

み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

親
し
ま
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

　　

京
丹
波
町
病
院
の
診
療
科
目
は
こ
れ
ま
で

と
同
じ
で
す
が
、町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
信
頼

さ
れ
親
し
ま
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
に
、サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど

の
一
体
的
な
支
援
体
制
、み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、質
美
診
療
所
を
附
属
化
し
一
体
的
な

運
営
体
制
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、診
療
科
目
は
毎
月
の「
お
知
ら
せ
版
」

に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

和
知
診
療
所
の
診
療
体
制

見
直
し
に
ご
理
解
を

和
知
診
療
所
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
常
勤
医

師
二
名
の
体
制
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て

き
ま
し
た
が
、四
月
一
日
か
ら
常
勤
医
師
一
名

で
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め

外
来
・
病
棟
運
営
の
一
部
は
、京
丹
波
町
病
院
を

は
じ
め
近
隣
の
病
院
と
の
連
携
を
基
本
と
し
て
、

次
の
と
お
り
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、高
齢
化
が
進
む
地
域
の
実
情
や
経

営
改
善
の
観
点
か
ら
、病
棟
部
分
に
つ
い
て
は

「
介
護
老
人
保
健
施
設
」へ
の
転
換
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
変
更
点
】

●
病
床
体
制
／
療
養
病
床
は
継
続
し
、一
般
病

床
は
休
止
し
ま
す
。

●
救
急
患
者
／
時
間
外
・
休
診
日
な
ど
の
救

急
患
者
受
け
入
れ
を
原
則
と
し
て
中
止
し

ま
す
。　

●
当
直
医
師
／
特
別
の
場
合
を
除
き
、医
師

は
当
直
を
せ
ず
に
、必
要
に
応
じ
て
指
示

な
ど
を
行
う「
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
」に
な
り

ま
す
。

　　

瑞
穂
病
院
は
、町
立
医
療
施
設
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
と
役
割
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、四
月
一
日
か
ら「
国
保
京
丹
波
町
病
院
」（
京
丹
波
町
病
院
）に
名
称
を

変
更
し
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。京
丹
波
町
病
院
へ
の
名
称
変
更
に
あ
わ
せ
て
、

質
美
診
療
所
は「
国
保
京
丹
波
町
病
院
附
属
質
美
診
療
所
」と
し
て
一
体
的
に
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、和
知
診
療
所
は
常
勤
医
師
が
一
名
に
な
る
こ
と
か
ら
運
営
の
一
部
を
見
直

し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

瑞
穂
病
院
の
名
称
が
「
京
丹
波
町
病
院
」に
変
わ
り
ま
す
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瑞穂病院 院長
佐藤秀一郎先生

4月から「国保京丹波
町病院」に名称が変わり
ます。京丹波町のみなさ
んの健康を守る「町の病
院」として、以前にもまし
て、職員一同気持ちを引
き締めて頑張っていき
ますので、よろしくお願
いします。　　

和知診療所 所長
中村泰也先生

4月から常勤医師が
1名になり、何かとご不
便をおかけしますが、
地域に根ざした医療施
設として、これからも職
員一丸となって頑張っ
ていきますので、よろし
くお願いします。



京
み
ず
菜
二
十
周
年
記
念
振
興
大
会

十
年
目
を
迎
え
た

京
み
ず
菜
栽
培
の
取
り
組
み

二京
み
ず
菜
二
十
周
年
記
念
振
興
大
会（
Ｊ

Ａ
京
都
京
野
菜
部
会
和
知
支
部
み
ず
菜
部

会
主
催
）が
一
月
二
十
七
日
、和
知
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、会
員
ら
約
六
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

み
ず
菜
は
、露
地
栽
培
が
一
般
的
で
一
株

四
㌔
を
超
え
る
秋
冬
野
菜
で
し
た
が
、和
知

地
域
が
全
国
に
先
駆
け
て
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ

る
周
年
の
小
束
出
荷
を
平
成
元
年
に
開
始
。

同
年
に
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を
取
得
し
、平
成
三

年
に
は
部
会
を
設
立
し
て
生
産
量
の
拡
大
な

ど
に
取
り
組
ま
れ
、今
年
で
活
動
開
始
か
ら

二
十
年
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、同
部
会
長
の
野
間
茂
夫
さ
ん

（
坂
原
）が「
京
み
ず
菜
発
祥
の
地
と
し
て
生

産
量
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、産
地
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
関
係
者

や
歴
代
部
会
長
へ
の
感
謝
状
贈
呈
と
、本
年

度
の
優
良
生
産
者
表
彰
を
実
施
。そ
の
後
、京

都
府
中
丹
東
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
乾

多
津
子
副
所
長
が
、園
部
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
と
き
の
経
験
談

な
ど
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
穂
は
あ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
が
主
催

す
る「
講
演
会
と
源
氏
物
語
ひ
と
り
も
の
が

た
り
」が
二
月
十
一
日
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

み
ず
ほ
で
開
催
さ
れ
、約
百
二
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

同
会
は
、瑞
穂
地
区
内
で
活
動
す
る
団
体

な
ど
が
相
互
に
連
携
し
て
地
域
の
活
性
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、瑞
穂
婦
人
会
な

ど
八
団
体
の
女
性
会
員
が
参
画
し
て
昨
年
八

月
に
発
足
。今
回
、京
都
府
地
域
力
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
の
指
定
を
受
け
て
、会
と

し
て
初
め
て
の
事
業
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、瑞
穂
婦
人
会
瑞
穂
音
頭
継
承

部
会
が
よ
さ
こ
い
踊
り
を
披
露
し
た
後
、舞

鶴
市
男
女
共
同
参
画
推
進
員
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
森
本
佳
代
さ
ん
に
よ
る
講
演
や
、語
り
と

演
奏
で
源
氏
物
語
の
世
界
を
表
現
す
る
公
演

な
ど
が
行
わ
れ
、豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
の

実
現
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

か
で
活
力
あ
る
地
域
の

実
現
を
目
指
し
て

講
演
会
と
源
氏
物
語
ひ
と
り
も
の
が
た
り

豊

いつ発生するかわからない「火災」。特に、住宅火災はみなさんの大切な生命と財産を一瞬にして奪いま
す。火災への備えでは、「火災を発生させない」事前予防と、「火災を早期に発見する」事後予防に努めること
が大切です。今回、町では、みなさんが安心で安全な生活を送れるように「住宅用火災警報器」（警報器）の
購入補助を行いますので、日ごろからの予防活動に役立ててください。

いざというときに備えて

「火災警報器」を設置して
防火対策を
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京丹波のまちのニュースを
お届けします
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町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
が
二
月
一
日
に
執
行
さ
れ
、二
月
十
三
日

に
選
挙
後
初
の
会
議
が
町
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。会
議
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
会
長
、

会
長
職
務
代
理
者
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、委
員
の
任
期
は
平
成
二
十
四
年
二

月
十
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

■
会
長
／
白
樫
貢（
下
乙
見
）

■
会
長
職
務
代
理
者
／
山
田
均（
保
井
谷
）

■
委
員
／
原
澤
清（
高
岡
）▼
居
谷
日
出
男

（
農
協
推
薦
、井
尻
）▼
小
林
秀
雄（
口
八
田
）

▼
小
原
二
郎（
井
脇
）▼
小
山
滿（
三
ノ
宮
）

▼
藤
田
克
己（
院
内
）▼
森
田
保（
土
地
改
良

区
推
薦
、富
田
）▼
田
中
政
明（
大
倉
）

▼
渡
邊
昌
嗣（
下
山
）▼
野
間
和
幸（
共
済
推

薦
、升
谷
）▼
伴
田
勝（
上
大
久
保
）

▼
山
内
秀
夫（
質
美
）▼
八
木
光
悦（
橋
爪
）

▼
平
井
一
三（
上
野
）▼
山
本
眞
寿
美（
議
会

推
薦
、篠
原
）▼
井
爪
康
之（
西
河
内
）

▼
神
谷
み
つ
子（
議
会
推
薦
、質
志
）

▼
北
村
和
夫（
実
勢
）▼
吉
田
和
雄（
須
知
）

▼
石
原
哲
夫（
広
瀬
）▼
野
口
健
一（
豊
田
）

▼
上
田
千
明（
鎌
谷
奥
）▼
谷
山
正（
安
井
）

▼
原
田
諭（
才
原
）▼
片
山
晃
次（
坂
原
）

▼
大
﨑
栄
美
子（
議
会
推
薦
、水
戸
）

▼
辰
秀
雄（
小
野
）▼
大
門
勝
美（
豊
田
）

「
京
丹
波
町
都
市
計
画
審
議
会
」が
発
足

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
に
向
け
て

都京
丹
波
町
都
市
計
画
審
議
会
が
二
月
十
日

に
発
足
し
、役
場
議
場
で
第
一
回
会
議
を
開
き

ま
し
た
。

同
審
議
会
は
、府
に
指
定
さ
れ
て
い
る
丹
波

地
区
内
の
都
市
計
画
区
域（
約
五
千
九
百
㌶
）

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る
こ

と
を
目
的
に
、各
種
団
体
や
町
会
議
員
、行
政

関
係
者
ら
十
五
人
で
組
織
。会
議
で
は
、会
長

に
中
村
忍
さ
ん（
丹
波
地
区
区
長
会
）を
選
出

し
、松
原
町
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
案
に
つ
い
て
審

議
し
、そ
の
結
果
を
松
原
町
長
に
答
申
さ
れ

ま
す
。

語りと琵琶演奏による「ひとりものがたり」の公演
（山村開発センターみずほ・大朴）

町長賞を受賞される片山郁夫さん（角）
（和知ふれあいセンター・本庄）

会議であいさつする上田副町長（役場議場・蒲生）

わたしたちの町
人　 口

１７，162（－7）
男

８，129（＋7）
女

９，033（－14）
世帯数

６，４98（＋4）
3月1日現在／（　）は前月比

の　

 

ま　

し
げ  

お

な
か  

む
ら
し
の
ぶ

も
り  

も
と   

か　

 

よ

い
ぬ
い

た

 

づ

こ

かた やま   いく    お

人
の
動
き

農
業
委
員
会
委
員 

（
敬
称
略
）

町
の
重
要
施
策
と
し
て

警
報
器
の
購
入
を
補
助

　

み
な
さ
ん
は
火
災
に
備
え
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。一
般
的
に
は
、

「
消
火
器
の
設
置
」や「
火
の
元
点
検
」な
ど
、火

へ
の
対
策
に
重
点
を
置
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、い
ざ
火
災
が
発
生
す
れ
ば
自
分
自
身
の

生
命
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

住
宅
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
六
―
七

割
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
命
を
落
と
さ
れ
て

い
ま
す
。火
災
の
発
生
に
早
く
気
が
つ
け
ば
助

か
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
消
防
法

が
改
正
さ
れ
、住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
生
命

を
守
る
た
め
に
、平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一

日
ま
で
に
す
べ
て
の
住
宅
で
警
報
器
を
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、京
丹
波
町
で
は
昨
年
、十
件
の
火
災

が
発
生
し
大
切
な
財
産
が
焼
失
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
て
町
は
、住
民

生
活
の
安
心
・
安
全
の
確
保
を
目
指
し
た
重

要
施
策
と
し
て「
住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」を
制
定
し
、警
報
器

の
普
及
率
向
上
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、各
区
に
お
い
て
制
度
を
活
用
し
た

警
報
器
の
共
同
購
入
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

す
み
や
か
に
警
報
器
の
設
置
を

　

警
報
器
の
購
入
費
用
の
一
部
は
町
が
補
助

し
ま
す
が
、設
置
は
個
人
で
行
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。警
報
器
が
十
分
に
機
能

す
る
よ
う
に
、次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
台
所

や
寝
室
、階
段
の
上
部
な
ど
に
取
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、警
報
器
は
三
月
末
ま
で
に
届
け
ら
れ

る
予
定
で
す
の
で
、で
き
る
だ
け
早
く
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。（
個
人
で
の
設
置
が
難
し
い
場

合
は
、各
区
や
地
元
消
防
団
で
対
応
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

警
報
器
を
取
り
付
け
る
位
置

①
天
井
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、壁
な
ど

か
ら
六
十
㎝
以
上
離
す
。

②
エ
ア
コ
ン
の
吹
き
出
し
口
か
ら
一・
五
㍍

以
上
離
す
。

③
壁
に
取
り
付
け
る
場
合
は
、天
井
か
ら

十
五
―
五
十
㎝
の
間
と
す
る
。

※
詳
し
く
は
、二
月
に
配
布
し
た「
ち
ら
し
」を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

警
報
器
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、区
長
会
の
取
り
ま
と
め
に
基

づ
き
補
助
申
請
を
受
け
付
け
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
個
別

の
補
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。申
請
方
法

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、該
当
す
る
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

対　

象
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、所
有
す
る

住
宅
が
あ
る
世
帯
。

補
助
対
象
／
煙
式
か
熱
式
の
警
報
器
の
購
入

費
用（
一
世
帯
で
上
限
二
個
）

補
助
金
額
／
一
個
に
つ
き
三
千
円
を
上
限

申
請
受
付
／
役
場
と
支
所
に
補
助
申
請
用
紙

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を
記

入
し
提
出
く
だ
さ
い
。な
お
、警
報
器
購
入

に
係
る
見
積
書
や
領
収
書
、機
種
が
わ
か

る
書
類
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
火
災
に
備
え
た
対
策
を

　

今
回
の
警
報
器
購
入
補
助
は
、一
世
帯

に
二
個
を
上
限
と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

住
宅
の
大
き
さ
や
母
屋
と
離
れ
が
あ
る

場
合
な
ど
、二
個
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。必
要
な
場
合

は
、で
き
る
だ
け
早
期
に
ご
家
庭
で
設
置

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、年
に
一
度
は
消
火
器
の
使
用
期

限
を
確
認
す
る
な
ど
、火
災
に
備
え
た
対

策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

問
い
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場
に
響
く

園
児
た
ち
の
笑
い
声

京
丹
波
町
建
設
業
協
会
青
年
部
が

保
育
所
な
ど
に
桜
と
砂
を
贈
呈

一
月
三
十
日
、京
丹
波
町
建
設
業
協

会
青
年
部
が
、町
内
の
幼
稚
園
や
保
育

所
に
桜
の
苗
木
と
砂
場
用
の
砂
を
贈
り

ま
し
た
。

同
部
は
、地
域
へ
の
貢
献
や
自
然
環

砂

境
保
護
を
目
的
に
、二
年
前
か
ら
公
共
施
設
な

ど
に
桜
の
植
樹
を
実
施
。今
回
は
、幼
稚
園
と
四

つ
の
保
育
所
を
対
象
に
植
樹
と
砂
場
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
、下
山
分
園
で
は
、部
員
と
園
児
が
一
緒

に
な
っ
て
植
樹
を
実
施
。植
樹
が
終
わ
る
と
園
児

ら
は
、山
盛
り
に
な
っ
た
砂
場
に
走
っ
て
い
き
、や

わ
ら
か
い
砂
山
の
上
で
追
い
か
け
っ
こ
な
ど
を
し

て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
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京丹波のまちのニュースを
お届けします

フラッシュ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
か
ら
学
ぶ
ホ
ッ
ケ
ー
の
技
術

ホ
ッ
ケ
ー
教
室
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

南
丹
地
区
体
育
協
会
連
絡
協
議
会

が
二
月
二
十
一
日
、ホ
ッ
ケ
ー
女
子
日
本

代
表
で
ア
テ
ネ
・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

二
大
会
に
出
場
し
た
岩
尾
幸
美
さ
ん
を

講
師
に
招
い
て
、ホ
ッ
ケ
ー
教
室
と
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
は
、グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
行
わ

れ
、南
丹
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
は

じ
め
小
中
高
校
生
約
八
十
人
が
参
加
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、岩
尾
さ
ん

オ

編集
後記

　日増しに暖かくなり、季節は別れと出会い
が交錯する「春」を迎えています。町内の各
学校では、先輩を見送る「卒業式」と、後輩を
迎える「入学式」が行われます。編集子には

遠い過去の記憶ですが、感動の瞬間を広報紙で伝えられる
よう取材に努めたいと思います。

▼編集子になって早くも1年が経とうとしています。最初は
毎月発行できるかが心配でしたが、なんとか締め切り前に
は原稿が完成し、多くのみなさんのご協力により発行する
ことができています。1年間ありがとうございました。これか
らも広報「京丹波」をよろしくお願いします。（Ｋ）

想

齢
者
虐
待
を

防
ぐ
た
め
に

「
京
丹
波
町
高
齢
者
を
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」が
発
足

京
丹
波
町
高
齢
者
を
守
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
二
月
五
日
に
発
足

し
、瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
一
回

会
議
を
開
き
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、年
々
増
加
す
る
高
齢

者
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、問
題
の
深

高
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親
子
の

ふ
れ
あ
い
を

大
切
に

の     

ま   

り
ょ
う  

じ

い
し   

だ     

な　

 

お    

み

山盛りになった砂場で楽しく遊ぶ園児たち
（下山分園・下山）

刻
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、警
察
や
消
防
署
、

司
法
・
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
関
係
者
ら
八
人
で

組
織
。会
議
で
は
、松
原
町
長
か
ら
委
員
へ
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
た
後
、会
長
に
片
山
勝
紀
さ
ん

（
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
）、副
会
長
に
原
澤

淑
子
さ
ん（
町
人
権
擁
護
委
員
）を
選
出
し
、高

齢
者
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、年
二
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て

個
別
ケ
ー
ス
会
議
が
適
宜
開
催
さ
れ
ま
す
。

の
実
技
を
交
え
た
指
導
を
受
け
て
実
践
で
使
え

る
技
術
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、午
後
か
ら
は
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み

ず
ほ
で
、「
地

域
と
掴
ん
だ

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」と
題
し
た

講
演
会
が
開

か
れ
、
町
内

外
か
ら
約
七

十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

像
力
で
描
く

物
語
の
世
界

「
お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
」

受
賞
報
告
会

お
話
を
絵
に
す
る
コ
ン
ク
ー
ル（
京
都

新
聞
社
主
催
）の
受
賞
報
告
会
が
一
月

二
十
六
日
、和
知
支
所
小
会
議
室
で
行

わ
れ
、入
賞
者
や
学
校
長
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、選
定
図
書
を
読
ん

で
感
じ
た
こ
と
を
絵
に
す
る
こ
と
で
、子

ど
も
た
ち
の
読
書
力
や
表
現
力
を
伸
ば

す
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
。今
回
、応

募
総
数
十
三
万
九
千
七
百
九
十
四
点
の

中
か
ら
、「
ジ
ル
ケ
ン
の
冒
険
」を
描
い
た

津
田
萌
夏
さ
ん（
三
ノ
宮
小
・
三
年
）が

京
都
府
知
事
賞
を
、「
木
も
れ
日
の
む
こ

う
に
」で
野
間
涼
司
さ
ん（
和
知
小
・
六

年
）が
京
都
府
町
村
会
長
賞
を
、ま
た
、

知
事
賞
の
津
田
さ
ん
を
指
導
し
た
三
ノ

宮
小
の
石
田
奈
緒
実
先
生
が
児
童
絵
画

指
導
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、

受
賞
し
た
津
田
さ

ん
が「
色
の
違
い
を

出
し
て
、ジ
ル
ケ
ン

が
魚
を
捕
ま
え
て

い
る
と
こ
ろ
を
描

き
ま
し
た
」と
話

し
、野
間
さ
ん
は

「
と
て
も
楽
し
い
話

だ
っ
た
の
で
、楽
し

さ
を
絵
に
し
よ
う

と
思
っ
て
描
き
ま

し
た
」と
絵
に
込

め
た
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

つ　

   

だ   

も
え   

か

会議であいさつする片山会長
（瑞穂保健福祉センター・和田）

参加者らに指導する岩尾さん
（グリーンランドみずほ・大朴）

か
た 

や
ま  

ま
さ   

き

は
ら 

さ
わ

よ
し   

こ

い
わ    

お  

さ
ち   

み

受賞した野間さん（前列の左から2人目）と
津田さん（前列の左から3人目）、
石田先生（前列の左から4人目）（和知支所・本庄）
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